
わらび市議会だより No.210 ○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。  8

３月定例会の一般質問は、議長か
ら各議員に対して新型コロナウイ
ルス感染症への市の対応を考慮し
て、一般質問を自粛するよう「配
慮の要請」を行いました。その対
応が各議員の判断にゆだねられた
結果、４人の議員が市政に対する
一般質問を行いました。

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

外
国
籍
市
民
が
急
増
す
る

中
、
多
言
語
音
声
翻
訳
機
を
市
の

窓
口
を
は
じ
め
、
学
校
や
保
育
園

等
に
早
期
に
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

　

今
年
度
は
多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、「
多
文
化
共
生
指

針
」
の
策
定
に
向
け
、
現
状
把
握

と
課
題
の
整
理
を
し
て
い
く
の
で
、

多
言
語
翻
訳
機
に
つ
い
て
も
、指
針

策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

保
育
園
か
ら
の

強
い
要
望
は
な
い
が
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
伴
い
、
端

末
の
中
に
、
翻
訳
ア
プ
リ
等
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
「
北
町
コ
ミ
セ
ン
広
場

の
改
善
点
」
に
つ
い
て
質
問
。

　

葬
儀
・
生
前
（
死
後
）
事

務
委
任
・
相
続
・
お
墓
等
の
終
活

に
お
け
る
不
安
な
事
案
の
除
去
に

向
け
た
手
助
け
を
行
う
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
の
相
談
窓
口
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
市
に
お
い
て
は
、
終

活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
既
存
事

業
間
の
連
携
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。
将
来
的
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
新
た
な

事
業
と
し
た
場
合
、
事
業
内
容
や

人
員
及
び
予
算
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

と
も
に
、
今
後
研
究
し
た
い
。

　

全
国
的
に
も
、
官
民
問
わ

ず
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
が
、今
後
、市

公
共
施
設
へ
の
導
入
を
計
画
的
に

進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
は
、
今
後
一
層
重
要

と
な
っ
て
く
る
の
で
、
公
共
施
設

の
新
設
や
改
築
の
場
合
に
積
極
的

１
９
８
７
年
９
月
議
会

以
来
、
一
般
質
問
通
算

連
続
１
３
０
回
を
達
成

こ
れ
か
ら
も
！

 いちのせき　かずいち

一　

関　

和　

一　

議
員
（
立
憲
民
主
党
）

議
員
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を

市
民
生
活
部
長

議
員

教
育
長

議
員

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

て
、「
荒
川
第
二・第
三
調
節
池
の

早
期
整
備
」
を
要
望
し
た
。
今
後

も
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　

相
談
室
の
面
積
は
。

　

４
名
程
度
に
対
応
す

る
８
平
方
メ
ー
ト
ル
の
部
屋
と
、

８
名
程
度
に
対
応
可
能
な
13
平
方

メ
ー
ト
ル
の
相
談
室
を
配
置
す
る
。

　

市
民
の
利
便
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
配
慮
し
た
の
か
。

　

１
階
に
市
民
活
動
に

利
用
で
き
る
多
目
的
会
議
室
を
設

置
し
、
１
番
利
用
が
あ
る
市
民
課

を
配
置
し
て
い
る
。

　

工
事
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。　

空
調
機
・
室
外

機
の
撤
去
と
新
設
な
ど
で
、
12
月

末
ま
で
の
期
間
で
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
、
11
月
中
の
約
１
か
月

間
は
一
部
を
除
い
て
施
設
を
休
館

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段

の
課
題
と
改
善
策
は
ど
う
か
。

　

課
題
は
、
防
災

行
政
無
線
の
放
送
が
強
風
・
強
雨

に
よ
り
聞
こ
え
づ
ら
く
な
る
こ

と
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ

せ
て
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
導
入

し
、
よ
り
広
範
囲
に
ク
リ
ア
な
音

声
が
届
く
よ
う
に
改
善
す
る
。
ま

た
、
希
望
者
に
対
し
て
メ
ー
ル
や

電
話
な
ど
に
よ
り
、
放
送
内
容
を

伝
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

各
自
主
防
災
会
の
活
動
の

把
握
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

28
団
体
が
避
難

行
動
要
支
援
者
の
安
否
確
認
や
避

難
支
援
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
を
事

後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
会
会
長
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
非
常
に
参
考

に
な
る
と
思
う
の
で
、
よ
く
精
査

し
て
改
善
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

第
二
・
第
三
調
節
池
の
早
期
実

現
を
国
に
求
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
具
体
的
な
行
動
は
。

　

市
長
会
を
通
し

昨
年
の

台
風
19
号
に

対
す
る
対
応
に

つ
い
て

 みわ　かずよし

三　

輪　

か
ず
よ
し　

議
員
（
無
所
属
）

議
員

総
務
部
長

市
役
所
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

南
町
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

の
空
調
工
事
に
つ
い
て

都
市
整
備
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

急
増
す
る
外
国
人
に
対
応
す
る
た

め
に
多
言
語
翻
訳
機
の
導
入
を

ほ
か
に

議　長
前川　やすえ
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件
で
約
30
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
が
国
の
財
政
に

占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
医
療
目

的
を
偽
っ
た
来
日
や
保
険
料
の
滞

納
も
社
会
保
障
制
度
を
揺
る
が
す

問
題
で
あ
る
。
本
市
は
外
国
人
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国

任
せ
に
せ
ず
に
、
厳
し
い
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
他
市

で
は
把
握
し
て
い
る
外
国
人
の
滞

納
状
況
を
本
市
は
把
握
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
調
査

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

市
内
唯
一
の
駅
で
あ
る
蕨

駅
が
も
っ
と
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ

う
に
、
発
車
メ
ロ
デ
ィ
を
「
蕨
市

歌
」
に
で
き
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
も
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
協
議
を
行
っ
た
経
緯
が
あ

る
が
、現
在
、そ
の
よ
う
な
要
望
へ

は
基
本
的
に
期
間
限
定
で
の
対
応

や
一
定
の
負
担
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
「
蕨
市
立
病
院
の
今
後
」

に
つ
い
て
質
問
。

　

４
月
１
日
か
ら
改
正
健
康

保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
外
国
に
住

ん
で
い
る
家
族
を
一
時
的
に
呼
び

寄
せ
、
不
適
切
に
我
が
国
の
医
療

保
険
を
利
用
す
る
と
い
っ
た
不
正

な
利
用
の
防
止
を
図
る
。ま
た
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
の
一
体
化
を
見
据
え
て
、
数
々

の
偽
造
が
横
行
し
て
い
る
在
留

カ
ー
ド
で
は
な
く
、
在
留
管
理
も

含
め
た
多
く
の
事
項
の
捕
捉
が
可

能
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
・
携
帯
の
義
務
化
が
重
要

で
あ
る
。そ
こ
で
、本
市
の
現
場
で

の
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

出
産
育
児
一
時
金
及
び
海
外
療
養

費
支
給
制
度
は
ど
の
よ
う
か
。

　

出
産
育
児
一
時

金
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
が
出
産
し
た
場
合
に
約
40
万
円

を
支
給
す
る
制
度
で
、
平
成
30
年

度
の
外
国
人
の
利
用
は
53
件
で
あ

る
。海
外
療
養
費
は
、被
保
険
者
が

海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け
た
場

合
、
日
本
に
帰
国
後
、
申
請
に
よ

り
７
割
分
支
給
す
る
も
の
で
、
30

年
度
の
外
国
人
へ
の
支
給
は
、
14

国
民
健
康
保
険
制

度
の
外
国
人
利
用

に
つ
い
て　
把
握

状
況
を
問
う
！

 なかの　たかゆき

中　

野　

た
か
ゆ
き　

議
員
（
日
本
維
新
の
会
）

蕨
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
を「
蕨
市
歌
」に

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

ほ
か
に

　

保
護
者
が
家
で
見
ら
れ
な

い
子
ど
も
を
学
校
で
受
け
入
れ
て

い
る
が
、
そ
の
状
況
は
。

　

３
月
10
日
時
点
で
、
３

１
５
名
。
小
学
生
全
体
の
約
10
％
。

  

家
に
い
る
子
ど
も
へ
の
指

導
は
ど
の
よ
う
か
。

　

学
校
の
時
間
帯
は
、
家

庭
で
学
習
す
る
時
間
と
保
護
者
に

周
知
し
て
い
る
。

　

一
部
の
自
治
体
で
は
、
校

庭
を
開
放
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
も
で
き
な
い
か
。

　

検
討
し
た
い
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
終
わ
ら

ず
に
休
校
に
入
っ
た
こ
と
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
評
価

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

  

課
題
を
自
宅
で
学
習
し
、

新
学
期
に
未
履
修
の
分
を
補
習
す

る
よ
う
な
形
を
計
画
し
て
い
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
夏
休
み
の
始

ま
り
を
遅
く
し
て
、
授
業
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
評

価
は
２
月
末
ま
で
の
分
で
行
う
。

　

市
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
か
。

　

市
長
を
ト
ッ
プ

と
す
る
蕨
市
危
機
対
策
会
議
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集
に

努
め
、
対
応
を
決
定
し
て
い
る
。

　

市
職
員
や
保
育
士
さ
ん
な

ど
の
体
調
が
悪
い
場
合
、
す
ぐ
に

休
め
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

症
状
が
あ
る
場
合
は
、

特
別
休
暇
を
取
る
よ
う
通
知
し
た
。

　

マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
備
蓄

状
況
と
活
用
状
況
は
。

　

２
月
末
時
点
で

マ
ス
ク
が
約
28
万
枚
。
消
毒
液
が

約
７
０
０
リ
ッ
ト
ル
。
公
共
施
設

へ
の
消
毒
液
の
設
置
や
窓
口
職
員

の
マ
ス
ク
の
着
用
に
使
用
。
ま
た
、

蕨
戸
田
医
師
会
か
ら
の
要
請
に
応

じ
、
マ
ス
ク
を
５
０
０
０
枚
提
供

し
た
ほ
か
、
保
育
園
や
学
童
保
育

事
業
者
等
に
配
布
し
た
。

  

高
齢
者
施
設
や
妊
婦
さ
ん

に
マ
ス
ク
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　

検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

市
の
対
策
は

　
　
ど
の
よ
う
か

 えのもと　かずたか

榎　

本　

和　

孝　

議
員
（
無
所
属
）

  

市
と
し
て
の
対
応
は

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

教
育
委
員
会
の
対
応
は

市
民
生
活
部
長

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員
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 令和2年5月臨時会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 令政

クラブ 共産党 公明党 日本維新の会
・無所属連合

立憲
民主党

無所属
（小林議員）

無所属
（榎本議員） 結果

議案第27号 蕨市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第28号 蕨市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第29号 令和２年度蕨市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第30号 令和２年度蕨市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて（蕨市税条例の一部
を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて（蕨市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

※議案第29号については質疑と討論が行われました。
　質疑・討論の詳細内容は蕨市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。

 令和2年3月定例会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 令政

クラブ 共産党 公明党 立憲
民主党

無所属
（三輪議員）

無所属
（小林議員）

無所属
（榎本議員）

日本
維新の会 結果

議案第１号 蕨市病院事業の設置等に関する条例及び蕨市水道事
業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第２号 蕨市民会館設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第３号
蕨市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第４号 蕨市火災予防条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第５号 蕨市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第６号 蕨市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議案第７号 蕨市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第８号 蕨市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第９号 蕨市私立幼児教育類似施設在園児補助金支給条例を
廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第10号 令和元年度蕨市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第11号 令和元年度蕨市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第12号 令和元年度蕨市公共下水道事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第13号 令和元年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特
別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第14号 令和元年度蕨市介護保険特別会計補正予算(第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第15号 令和元年度蕨市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第16号 令和元年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第17号 令和２年度蕨市一般会計予算 ○ ○ ○ 退席 ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第18号 令和２年度蕨市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第19号 令和２年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第20号 令和２年度蕨市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第21号 令和２年度蕨市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第22号 令和２年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第23号 令和２年度蕨市立病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第24号 令和２年度蕨市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第25号 令和２年度蕨市公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第26号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案
第１号

蕨市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

委員会提出議案
第１号 蕨市議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

※議案第６・13・18・20・23については質疑が、議案第６号については討論が行われました。
　質疑・討論の詳細な内容は蕨市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。



 わらび市議会だより

 11 わらび市議会だより No.210

 ６月定例会の日程（予定）
6 月 1 日（月） 開　　会
　　 3 日（水） 議案質疑
 予算決算常任委員会　前期全体会
　　 4 日（木） 委 員 会
 予算決算常任委員会　分科会
　　 5 日（金） 委 員 会
 予算決算常任委員会　分科会
　　 8 日（月） 委 員 会
 予算決算常任委員会　分科会
　　15日（月） 一般質問
　　16日（火） 一般質問
　　17日（水） 一般質問
 予算決算常任委員会　後期全体会
　　19日（金） 閉　　会

 広報広聴委員会を開催しました
 3 月18日
「 6 月発行号の概要について・議会報告会について」

 4 月14日
「 6 月発行号の概要について・議会報告会について」

 5 月18日
「 6 月発行号の最終確認について」

※議会の都合により日程は変更になる場合があります。
【問い合わせ】4階  議会事務局  電話（433）7733（ダイヤルイン）

QRコードを読み取って
ご覧いただくことができます！

検 索蕨市議会
　蕨市議会では、インターネットによる本会議の議会中
継（ライブ中継・録画放映）を実施しています。市民の皆
様には、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市議
会の傍聴を控えていただくようお願いをしております。
パソコンやスマートフォンなどでいつでも簡単に視聴す
ることができますので、ぜひご覧ください。
　インターネット中継・録画放映を含む市議会のくわし
い情報は、蕨市議会のホームページをご覧ください。

　蕨市議会では、これまで市議会議員が
本会議、議会運営委員会、常任委員会、
特別委員会に出席していたときに支給
されていた費用弁償を廃止します。
　３月定例会において、議員提出議案第
１号「蕨市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正する
条例」を全会一致で可決し、令和２年４
月１日からの実施となります。
　なお、将来、障害のある方等が市議会
議員になった場合には、費用弁償のあり
方を再考することも決定しました。

 費用弁償を廃止します ! 費用弁償を廃止します !

議会中継を実施しています !!議 会 中 継 を 実 施 し て い ま す !!議 会 中 継 を 実 施 し て い ま す !!議 会 中 継 を 実 施 し て い ま す !!

全員協議会を開催しました

 2 月28日「本日の本会議について」

 3 月 3 日「一般質問について」

　令和２年４月１日付で、中野たかゆき議員と
三輪かずよし議員から会派届が提出され、新た
に「日本維新の会・無所属連合」の会派が結成
されました。変更後の会派構成を紹介します。
令政クラブ　６名
◎池上　智康　　前川やすえ　　保谷　　武
　大石　圭子　　古川　　歩　　今井　陽子
日本共産党蕨市議会議員団　４名
◎鈴木　　智　　山　　紀子　　宮下　奈美
　武下　　涼
蕨市公明党　３名
◎大石　幸一　　根本　　浩　　本田てい子
日本維新の会・無所属連合　２名
◎中野たかゆき　　三輪かずよし
立憲民主党わらび　一関　和一
無所属　　　　　　小林　利規
無所属　　　　　　榎本　和孝
※◎は会派の代表者です。

会派構成が変わりました !
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 政務活動費の領収書を公開します‼ 
　蕨市議会では、政務活動費の使途について、その透明性をより高めるために、平成31年度・令和元年度
分より蕨市議会のホームページで領収書等を公開することになりました。蕨市ホームページの「蕨市議会」
からご覧になることができます。
　また、議会だよりでは、平成31年度・令和元年度の政務活動費収支報告を掲載します。（議員１人当た
り月額33,000円の政務活動費が交付されました。）当該年度は、議員の任期満了に伴い、会派構成に変更が
あったため、平成31年４月～令和元年７月分と同年８月～令和２年３月分に分けて掲載しています。

令政クラブ
（６人）

日本共産党
（４人）

公明党
（３人）

立憲民主党
（１人）

日本維新の会
（１人）

無所属（小林議員）
（１人）

交 　 付 　 額 1,584,000 1,056,000 792,000 264,000 264,000 264,000
１ 調査研究費 0 1,676 0 0 0 0
２ 研　修　費 474,960 133,586 220,880 0 0 62,796
３ 広　報　費 1,068,815 635,888 59,400 131,466 0 0
４ 広　聴　費 0 280 0 0 0 0
５ 資料作成費 72,152 143,767 248,691 58,650 48,369 19,134
６ 資料購入費 44,906 96,580 283,626 77,744 10,369 0
７ 人　件　費 0 0 0 0 0 0
８ 事 務 所 費 0 0 0 0 0 0
支 　 出 　 額 1,660,833 1,011,777 812,597 267,860 58,738 81,930
返 　 還 　 額 0 44,223 0 0 205,262 182,070

令和元年８月～令和２年３月分 　政務活動費収支報告 （単位：円）

※日本共産党は44,223円を、日本維新の会は205,262円を、無所属（小林議員）は182,070円をそれぞれ返還済みです。

新生会
（９人）

日本共産党
（４人）

公明党
（３人）

立憲民主党
（１人）

交 　 付 　 額 1,188,000 528,000 396,000 132,000
１ 調査研究費 0 0 0 0
２ 研　修　費 0 0 0 0
３ 広　報　費 0 301,730 74,720 113,712
４ 広　聴　費 0 0 0 0
５ 資料作成費 151,164 53,122 154,477 20,860
６ 資料購入費 73,060 50,240 116,086 16,148
７ 人　件　費 0 0 0 0
８ 事 務 所 費 0 0 0 0
支 　 出 　 額 224,224 405,092 345,283 150,720
返 　 還 　 額 963,776 122,908 50,717 0

平成31年４月～令和元年７月分　 政務活動費収支報告 （単位：円）

※新生会は963,776円を、日本共産党は122,908円を、公明党は50,717円をそれぞれ返還済みです。




